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２０１９年７月２２日 

 各 位  

阿南信用金庫 

 

日本財団「わがまち基金」を活用した地域創生支援スキーム

「地域資源を活用した官民一体型地域創生観光ビジネスモデル

の構築事業」の実施について 

 

阿南信用金庫（本店：徳島県阿南市、理事長：佐竹義治）は、阿南市、一般社団法人 国

際野球観光交流協会（代表者：四宮 仁）および事業会社と連携し、下記のとおり、公益

財団法人日本財団「わがまち基金」からの助成金を活用し、阿南市を中心に地域資源を活

用した観光事業と阿南市の“野球“をテーマとしたスポーツ振興事業との融合による官民

一体型の地域創生に取り組みます。 

 

記 

１．「わがまち基金」の概要 

日本財団「わがまち基金」（以下、「わがまち基金」とする。）とは、地域に新たなお金の

流れを創出することで、地域の課題解決および地域の明るい未来の実現に向けた事業や担

い手の育成等を支援し、地域が独自の強みを活かした自立的かつ持続可能な社会の創生を

図ることを目的としたプロジェクトです。「地域創生支援スキーム」は日本財団と信金中央

金庫との連携により、上記目的の達成のために取り組む全国の信用金庫等に対し、助成金

を交付するものです。 

 

２．助成対象事業の概要 

（１）助成対象者の概要   

名称 一般社団法人 国際野球観光交流協会（以下、「協会」という。） 

 

【2018年 11月 9日設立】 

理事 4名（内 当金庫と業務提携している事業支援専門家 1名） 

監事 1名（当金庫役員） 

【参加企業】約 30社（今後増やしていく予定 3年後 50社目標） 

   【会員規約】あり（正会員、賛助会員） 

 

事業 

目的 

 

地域の事業所が地域資源の活用等を通じて、これまで気付けなかった地域

や自社の魅力を改めて認識し、観光事業という新しいビジネス機会の創出に

より、官民一体で地域の課題解決を図ることを目的とします。 

また、当金庫は事業支援専門家との連携によるハンズオンでの支援を行
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い、強い事業所・経営者の育成、新たに立ち上げた観光協会をプラットフォ

ームとした域内企業の連携コーディネート等を行うほか、地域社会に貢献で

きる金庫職員の人材の育成等も行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 

内容 

地域の事業者および行政等が連携して地域の魅力を発信し、国内外から人

が流入する仕組みをつくるため民間により設立された協会を事業主体とし

て観光事業を展開していきます。（詳細は以下図表を参照） 

 

 

 

 

 

（２）助成金決定金額 

  １，０００万円 

 

（３）事業イメージ 

協会は阿南信用金庫とともに地域の事業者および行政等と連携することにより、地域

の魅力を発信し国内外の観光客集客による地域発展を目指し、地域資源を活かした多種

多様なツアープラグラムの策定、阿南市内における飲食店等の宿泊客受入態勢の整備、

事業所単位の相互連携など、幅広い分野で事業（協会の運営管理等）を展開してまいり

ます。これらの事業に対し、当金庫を通じて申請した「わがまち基金」からの助成金を

活用します。 

 

 

 

 

 

国際野球観光交流協会

◆ビジョンやテーマの決定
◆マーケット調査
◆ブランド商品(サービス)の開発
◆既存商品(サービス)の再構築
◆各プロジェクト間の（オンライン機能等に
よる）情報共有

◆ネットでのプロモーションや人材
募集の実施

◆遊休施設のリノベーション
◆オフィスと人材のシェアリング
◆旅行会社等とのタイアップによる
マーケティング

◆ロゴマークやパッケージの開発
◆商標登録等による知的財産保護
◆クラウドファンディング等による資金調達
◆コーポレートガバナンスの徹底

阿南市（野球のまち推進課、商工観光労政課、企画政策課、

文化振興課、定住促進課）

◆プロジェクトの実現に必要な各種支援
（各種許認可、保有地や施設の貸与）
◆県外・海外の観光協会や野球チーム等に対して集客活動を展開

県南の事業所

阿南信用金庫

◆事務局としてコント
ロール・管理を遂行
◆事業調整

参画（会費納入など）

組織目的やポリシーの遵守

ハンズオン支援
（事業支援専門家の派遣支援・
経営計画作成支援・補助金申請
支援など）

◆事業への出資・融資
◆事業内容の監査
◆キャッシュレス決済支援

◆＜新規独自商品の提供＞
『あなたがつくる“わがまちロー
ン”プロジェクト』

事業状況の報告

施策推進のための連携体制

共存共栄組織体制
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＜事業実施体制＞ 

 

 

 

 

  

上図の実施体制のとおり、当金庫と阿南市および協会、県南の事業者が連携し、地域資

源を活かした多種多様なツアープラグラムの策定などを通して、幅広い分野で国内外の観

光客集客による地域発展を目指してまいります。 

 具体的には、当金庫が協会の事務局となり、阿南市や県南の事業者と具体的な観光ビジ

ネスの策定や遂行等については個別のプロジェクト毎に展開しますが、観光プロジェクト

全体の推進や運営管理、対外的なＰＲ活動等については、協会を主体として取り組んでい

きます。 

 

 

＜観光プロジェクトにおけるツアープログラム等の策定＞ 

 ○以下のカテゴリの６分野から、多種多様なツアープログラムを策定していきます。 

○ツアープログラムにおける事業を展開していく中で、具体的には６分野に仕分けされる地

域資源（人、物、場所、文化等）を有効に活かすことができるよう個々の事業会社を結び

付け、新しい事業展開の提案、本事業への参画を促し、多くの事業会社を巻き込み取り組

んでいきます。会員（事業会社）間で 1対 1もしくは 1 対複数の事業会社で連携できる事

業である場合は、個々の関係性やツアーコンセプトから有効なマッチングを行い、６分野

が上手くツアープログラムに機能していくよう実施していきます。 

 

 

 

日本財団

（わがまち

基金）
信金中金

全国信用

金庫協会

学識

経験者

＜諮問会議による審査＞

国際野球観光

交流協会

阿南信用金庫

県南事業所

阿南市（野球のまち推進課）

助成金

連携

連携

連携連携

助成金

申請

・阿南市、学生、留学生

・阿南市内の商店街、ホテル

・ＤＭＯ、旅行会社 等

連携
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○対外的ＰＲ活動 

・県外、海外の観光協会や野球チーム（連盟）等に対する誘致活動 

・集客を目的として、アプリ開発やホームページ新設（外国語対応）、Facebook、YouTube

など様々なコンテンツを活用 

・ホームページ（オンライン）、フリーペーパー＆e-book（オフライン）、観光アプリ（オン

ライン相互通信）などの活用 

 

以上 


